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田幸 敏治(1923-2011) ｢レーザーとその周波数安定化に関する先駆的研究｣ 

TAKO TOSHIHARU "Pioneering Research of Lasers and Thier Frequency Stabilization" 
 

１．田幸敏治略歴等 

 

略歴 

1923 年 7 月 1 日 生れ(～2011.12.24 没) 

1947 年 9 月  東京帝国大学理学部物理学科 卒 

1951 年 11 月 10 日 理学博士 東京大学 

1948 年 4 月 1 日 東京大学理工学研究所研究員 

1949 年 6 月 1 日 東京大学理工学研究所助手 

1949 年 11 月 30 日 東京大学教養学部へ配置換え 

1956 年 1 月 16 日 通産省産業技官 中央計量検定所 主任研究員 

1965 年 1 月 1 日 計量研究所 課長 

1967 年 9 月 19 日 計量研究所第２部長 

1970 年 12 月 1 日 東京工業大学教授精密工学研究所の併任教授 

1972 年 4 月 1 日 東京工業大学精密工学研究所に転任 電気計測部門教授 

1983 年 4 月 1 日 レーザー計測部門に改組とともに配置替え 

1984 年 3 月 31 日 定年退職 

1991 年 4 月 5 日 東京工業大学名誉教授 

 

学会活動等 

1964 年 JJAP 運営委員会 委員 

1973 年 日本光学会 幹事長 

1982 年 JJAP 編集委員会 会長 

1983 年 応用物理学会 会長 

1984 年 応用物理学会 監事 

 

受章等 

1962 年 4 月 1 日 応用物理学会光学論文賞 

1968 年 11 月 12 日 工業技術院 20 周年院長表彰 

1969 年 5 月 15 日 通商産業省創設 20 周年表彰 

1982 年 1 月 28 日 島津賞 

1983 年 10 月 1 日 東京都科学技術功労者表彰 

2000 年 11 月 3 日 勲三等瑞宝章 

 

2. 業績 

田幸敏治は，1972 年 4 月１日から精密工学研究

所教授として，主にレーザーの周波数制御の研究

に従事した 1)。その中で，注目すべきは，1975 年

から始まったすずかけ台キャンパス建設時から地下に設計・建設を進

めた長さ 50ｍのレーザー干渉計による微細地面振動の計測である 2)。 

図 1に示すような干渉計の構成で，図2に写真を示す。図3は地下ト

ンネルに設置した長さ 50m の真空パイプで，その中をレーザー光が往

復する。周波数安定化された He-Ne レーザーが用いられている。制御

システムでは，地面の日常震動を除去し，異常信号のみを検知するよ

う工夫がなされている。図 4 は，この干渉計で捉えたジャワ島で起こ

った地震波を捉えたもの。東工大クロニクル誌に東工大のレーザー研

究の特集があり，その模様が語られている3)。また，後継のデータも報

告されている 4）。 

 担当の部門がレーザー計測部門と名称変更となった頃に，筆者が

その部門の助教授として異動になった。東工大の部門や講座の多くは，

教授と助教授が独立に運営されていたので，研究テーマは異なっていた

が，学位の審査などはいつも同じ審査委員会で同席した。一つだけ筆者
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図 1 地下 50m のレーザー干渉計の構成
) 

図 2 レーザー干渉計部分 2) 図 3 50m の干渉計真空パイプ 

図 4 50 m の干渉計によるジャワ島の

地震波検知 2) 

近傍 振動 



 2 

と共著の論文がある。半導体レーザーのスペクトル幅を，ファブリ-ペロ分光計を用いて測定し，ファブリ-ペロ型の

単一モードレーザーでは 1 MHz 以下となること確認したもの(図 5)5)。 

田幸は，1947 年 9 月に東京帝国大学理学部物理学科と卒業し，1961 年 11

月 10 日に東京大学から理学博士を授与されている。卒業の翌年 1948 年 4 月

1 日から，同大学理工学研究所研究員となり，のちに東京大学教養学部助手

として務めた。それから 1956 年 1 月 16 日に通産省産業技官として中央計量

検定所（のちの計量研究所，現在の産業技術総合研究所）に入所，分光学，

レーザーの研究に従事した。 

1963 年の He-Ne ガスレーザーの発振は日本で最初のもの(図 6)。応用物理

誌の 1963 年に，最初の論文が発表されている 6)7)。当時ベル研究所の A. 

Javan が 1962 年に初めてのガスレーザーとして，1.15 ミクロン波長の He-Ne

ガスレーザー発振に成功してからすぐ後のことである。田幸のレーザー研究

は一貫して光による長さ標準器を目指すものである。のちに，レーザーの波

長が波長標準になったのはもちろん，周波数標準にもなった。同研究所の主

任研究員，課長を経て，1967 年 9月に第 2部長になった。この間，レーザー

に関する講演や解説など，応用物理学会を中心に活躍した。伊賀が，1962年

に卒業研究のため東工大の末松安晴助教授（同時）の研究室でレーザーの研

究を始めたが，田幸のレーザースペクトルやレーザー共振器の講義を学会など

で聴講している。 

計量研究所では，大井みさほ（のちに東京学芸大教授），浅見茂夫，秋本義

明，佐久間英一らとレーザーの研究に従事した 6)7)。特に 3.39 ミクロン波長帯

の He-Ne ガスレーザー波長をメタンの吸収線にロックする研究に取り組み，周

波数標準に大きく寄与した 8)。この考えは，霜田光一のアイデアであり，計量

研究所における田幸と共同研究者らの実験とともに，高く評価すべきである。 

 その後，1970 年 12 月より東京工業大学の併任教授として，同大学精密工

学研究所に籍をおいた。伊賀は，1968 年の 4月から同研究所の福与人八教授の

助手として奉職しており，ルビジウム原子を用いる周波数の研究を始めた頃と

付合する。福与教授は電気学会の周波数標準委員会の委員長をしており，伊賀

は幹事補佐として議事録作成を命じられていた。この委員会で田幸とも一緒で

あった。2年後の 1972 年 4月１日から，正式に精密工学研究所教授として転任

した。以来，1984 年 4 月 1 日に定年退職を迎えるまで務め，1992 年 4 月 5 日付

けで同大学名誉教授の称号を授与された。 

 

3. 特記事項 

 精密工学研究所では，電気計測部門，改組によりレーザー計測部門を担当し，レーザーを中心とする研究と，多く

の門下生を育てた。東大に異動した大津元一教授，防衛大の高橋信明教授，KDD から東大に移った浅川賢一教授はじ

め，大学，研究機関，各方面で活躍している。また，研究部門の助手として，赤羽正志，青木貞男，岸野克巳らを登

用して，それぞれ異なる分野の研究を推進した。赤羽正志は液晶，青木貞男は X 線光学，岸野克巳は半導体レーザー。

いずれも，大学教授として活躍した。 

 なお，田幸は東工大を定年退職後，1984 年 4月 2日から東京理科大学の教授となり，長年にわたり研究と教育に務

めた。 
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図 6 田幸敏治らによる日本初
の He-Ne レーザー発振に成功

した装置 6)7) 

図 5 半導体レーザーの 
スペクトル幅測定結果 5)。 
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